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論⽂内容の要旨 
 

Supermicrovascular anastomosis training using chicken wings and colored water 

 
⼿⽻先と着⾊⽔を⽤いた超微⼩⾎管吻合のトレーニングの⽅法の確⽴ 
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形成外科医は超微⼩⾎管吻合の技術が必要となる．しかし，習得には⻑い訓練期間と経験が
必要になる．⼈⼯⾎管や動物を⽤いた訓練では，倫理的な問題や費⽤的な負担，訓練効果の
ばらつきなどの課題があった．本稿では，⼿⽻先と着⾊⽔を⽤いた簡便で費⽤対効果の⾼い
トレーニング⽅法を確⽴し，その有⽤性を検証したため報告する．この⽅法では，超微⼩⾎
管吻合⼿術を模倣するために⼿⽻先の腹側中⼿⾻動脈を⽤いた．14 週間に渡り毎⽇，未経
験の形成外科医が 100 ⽻の⼿⽻先について，尺⾻動脈を剖出して近位で切断し，⻘い⾷⽤
⾊素で着⾊した⽔を注⼊した．着⾊⽔を注⼊することにより，腹側中⼿⾻動脈の剖出を容易
にした．腹側中⼿⾻動脈を剖出して動脈の枝を結紮後，動脈を切断して端々吻合を⾏った．
吻合の確実性を確認するために着⾊⽔を再度尺⾻動脈から注⼊して漏出を評価した．その
後⾎管を切断し⾎管内膜と縫合部の均等性を評価した．100 ⽻の吻合のうち，最初と最後の
20 ⽻ずつで⼆群に分けて吻合時間，着⾊⽔の漏出の割合を⽐較検討した．全ての⼿⽻先の
腹側中⼿⾻動脈の⾎管径を記録し，個々の吻合時間が減少し始めた累積吻合時間を算出し
た．この点前後の漏出率を⽐較した． 
腹側中⼿⾻動脈の直径は 0.7-0.8mm であった．最後の 20 ⽻では，最初の 20 ⽻よりも⾎管
剖出時間(12:27 対 17:45)，吻合時間(9:02 対 12:29)，漏出率(15%対 70％)と有意に低く，
縫合がより均⼀で平⾏な結紮点であり⾎管の内反を認めなかった．累積吻合時間が 10 時間
26 分に達した時点から吻合時間が減少し，漏出率も低下した(58.3%対 23.8%)．今回報告
した⽅法では有意に微⼩⾎管吻合の技術を向上させた．この⽅法は簡便で費⽤対効果が⾼
く，短期間で習得することができる．したがって，本法は形成外科医の超微⼩⾎管吻合の技
術向上に役⽴つと考える． 
 


